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 要  旨 
本論文では，広帯域な通過帯域特性と阻止帯域における減衰特性を実現する結合線路構造と,
可変容量の役割を有するバラクタダイオード(バリキャップダイオード又は可変容量ダイオード
とも呼ばれる)を用いて広帯域な特性を有するチューナブル BPF を提案する． 
本論文の検討はバラクタダイオードの基本特性の評価と，広帯域特性と高いチューナブル性を
有する BPF の電磁界シミュレーション及び試作実験による検討の 2 つに大きく分けられる． 
バ ラ ク タ ダ イ オ ー ド の 評 価 と し て ， 下 面 接 地 導 体 付 コ プ レ ー ナ 線 路
(CBCPW:Conductor-Backed Coplanar Waveguide ) 構 造 と マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 線 路
(MSL:Microstrip Line)構造の 2 種類を検討した．CBCPW 構造を用いたバラクタダイオードの評
価については，卒業論文にて報告を行ったが，今回の検討はその延長線上の考察である．MSL 構
造を用いたバラクタダイオードの評価は，CBCPW 構造を参考に測定治具を作製し，CBCPW 構
造との比較検討により行った． 
チューナブル BPF は，マイクロストリップ結合線路構造を用いて構成した．MSL 構造を用い
た理由は，CBCPW 構造よりも特性インピーダンスを大きくすることができるからである．エッ
ジ結合を用いる場合，線路の特性インピーダンスが大きいほど線路同士の結合度を大きくできる
ため、広帯域特性の実現及び挿入損失を小さくすることができる可能性がある．また，CBCPW
構造は部品実装に優れているが，線路同士が近接する場合は回路表面の接地導体の確保が難しく
なることが問題である．チップ抵抗を介してチューナブル BPF に用いるバラクタダイオードへの
給電を行う際，CBCPW 構造は Bias Line とストリップ導体が近接し，回路表面の接地導体が確
保できず，構成した線路のインピーダンスが Bias Line 周辺とその他の線路で異ならないよう
Bias Line を配置する必要がある．一方，本検討では MSL 構造は回路表面に接地導体を設ける必
要がなく，Bias Line の配置方法の自由度も高いことから、MSL 構造を選択した．チューナブル
BPF については，減衰極を実現しない無極型とそれが実現可能な有極型の 2 タイプについて，電
磁界シミュレータによる計算と試作による測定を行った． 
 
